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■会社概要

■工場の規模

■沿革

事　業　概　要

大井川工場

本社焼津工場にシュリンク機導入

エコアクション21全社取得

エコアクション21認証（本社焼津工場）

焼津市小川より焼津市治長請所に登記を移す

大井川工場設立

株式会社　小池スチロールに名称変更

資本金800万円に増資する

焼津市小川にて小池スチロール工業所を設立

519t（2023年度実績）

871㎡

3,232㎡

2,027㎡

5,820㎡

28名

8：00～17：00

1シフト

253日

5月～4月

308t（2023年度実績）

866㎡

3,203㎡

2,605㎡

4,325㎡

29名

1963年　5月

生産施設面積

株式会社小池スチロール

小池　弘

4,500万円

家電梱包材、ロボットトレー、魚箱、ギフトボックス、建材関係

1963年5月

〒425-0067

TEL:054-622-3152

静岡県焼津市飯渕1117-2

1965年　5月

2014年　6月

2012年　3月

2008年　3月

2005年　4月

2001年　8月

大井川工場

所在地

主要営業品目

決算期間

静岡県焼津市治長請所72

TEL:054-624-6631

〒421-0213

本社焼津工場

生産量

延床面積

会社名

資本金

代表取締役社長

就業時間

就業形態

年間稼働日数

会社設立

焼津本社工場

建物面積

敷地面積

従業員数

環境管理責任者

環境管理責任者連絡先 mail　t-okano.koike@ka.tnc.ne.jp

岡野　武史

Expanded Poly-Styrene 
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　1：推進組織

　2：各推進組織の役割
実施体制における、各自の役割・責任及び権限を以下の通り定める。

①社長
　　・環境管理責任者の任命
　　・環境経営方針・環境経営目標の決定ならびに見直し
　　・環境活動計画の承認 ・実施体制の構築
　　・環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源（人・物・金）の準備
　　・緊急事態発生時の統括
　　・経営における課題とチャンスの明確化
　　・全体の評価と見直し・指示

②環境管理責任者
　　・環境管理システムを確立し・実施・維持管理を継続的に運用
　　・環境方針、環境目標、環境活動計画の立案
　　・環境活動計画の推進状況把握と社長への報告
　　・該当関連環境法規等の把握と管理
　　・環境関連教育、訓練を実施、記録する
　　・緊急事態を想定し、定期的な訓練を実施する
　　・問題点発生に対する是正及び予防措置の対応指導
　　・社長による環境経営システムの見直しの為の情報提供
　　・運用管理、監視、記録管理

③部門管理者
　　・該当環境関連法規等の遵守状況把握
　　・環境教育・訓練の実施
　　・緊急事態及び問題点が発生した場合、その処置と是正並びに予防処置の実施と報告
　　・運用管理、監視・測定、記録管理

④環境管理室
　　・環境への負荷の自己チェックの作成
　　・環境への取り組みの自己チェックの作成
　　・環境目標及び環境活動計画の策定
　　・環境経営レポートの作成
　　・環境教育の企画、作成、PDCAの配布

⑤社員（派遣・パート含む)
　　・環境経営教育､及びSDGｓの社内教育の受講
　　・環境経営活動の実行

⑤業務部 ⑤製造部 ⑤営業部 ⑤業務部 ⑤製造部 ⑤営業部

③本社焼津工場部門管理者

④環境管理室

廃棄物管理責任者　提坂哲生

廃棄物管理責任者　竹田懸太

③大井川工場部門管理者

実　施　体　制

①社　　長

②環境管理責任者
岡野　武史
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1 環境経営の継続的な改善によりエネルギー管理に取り組み環境負荷の低減に努めます。

2 低炭素社会の実現に向け二酸化炭素排出量、給水量の削減に努めます。

3 廃棄物排出量の削減及び、有価資源の再利用の推進に取り組み循環型社会に貢献します。

4 ５Ｓパトロールによる現場の改善活動を行い、社員の意識向上を図ります。

5 地域の環境保全活動を重視し、環境関連法規を遵守します。

6 環境関連、ＰＤＣＡ等の社員教育及び、環境に配慮した活動を行い、
環境経営の持続可能な社会を目指し、SDGｓを支援していきます。

作成
改定

株式会社　小池スチロール
代表取締役社長　

2007年3月1日
2021年5月1日

環　境　経　営　方　針

＜環　境　 行 　動　 指　 針 ＞

＜ 基 本 方 針＞

弊社は発泡スチロール製品の省エネルギー性能等、その付帯特性を生かす
事業活動を行い、経営における課題とチャンスを踏まえた環境経営を行います。
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SDGs宣言

 

小池スチロール SDGs 宣言 

当社は国連の提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、発泡スチロール

業としての可能なソリューションを提供し、持続可能な社会の実現に貢献してま

いります。 

 

品質・技術力の向上 

より良い技術とサービスの提供を通じて、顧客満足向上に努めます。常に向上心を持

ち、より一層の品質・技術力の向上に取り組んでまいります。 

【主な取り組み】 

・エコアクション 21 認証 

・資格取得支援や学習機会の積極的な提供 

・現場の労働環境の安全・衛生（5S）パトロール実施 

 

環境との調和 

事業活動を通じて、Reduce・Reuse・Recycle を実践することで、環境負荷低減に努め

ます。環境と調和した持続可能な社会の実現に取り組んでまいります。 

【主な取り組み】 

・省エネの推進（原料・ガス・電力・水等の使用量削減） 

・生産現場で発生した端材の再資源化推進 

・発泡スチロールのリサイクル原料の積極的な活用 

 

全社員の幸福の実現 

全社員が健康で生き生きと働ける快適な職場づくりを実践し、多様性を尊重した職場

環境を確立し、社員とその家族が幸せに暮らせるように取り組んでまいります。 

【主な取り組み】 

・産休育休制度の利用推進 

・ハラスメントの就業規則への明記 

・定期的な安全教育の実施 

 

SDGs とは 

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は持続可能な世界を実現するために、

国連が定めた 2030 年までの国際的な目標です。SDGs についての詳細は外務省の Web サイト

（JAPAN SDGs Action Platform）をご覧ください。 

6 / 22 ページ



１．各削減物質の目標及び実績・評価 （各年度は、5月～4月）

目標 2,860

実績

評価

目標 0.95

実績

評価

目標 1.59

実績

評価

目標 2.14

実績

評価

目標 0.160

実績

評価

目標 1.00

実績

評価

２．目標未達項目における原因及び改善策

３．各削減物質の絶対値（実績値） （各年度は、5月～4月）

購入電力の排出係数 　0.462　kg-CO2/ｋWh　（エネルギー排出係数 2017年版より）
※ガソリン、軽油､LPG灯油は二酸化炭素総排出比率で1％未満の為、目標管理対象から除外します。

2.05

【全社】環境経営目標と実績及び評価

0.157

〇

0.97

〇

2.09

0.96

2,803 2,774 2,746

2,868 2,648 2,791

2,717

〇 〇

〇

0.92 0.91

0.95

0.154 0.152

0.129

2.07 2.03

× 〇 ×

0.98

0.63

1.51

〇

0.72

〇

0.155

〇 〇

1.531.56 1.54

0.90

〇

0.88 0.91

〇

0.97

0.93

〇

2023年度 2024年度
-2% -3% -4% -5%

2021年度 2022年度区分

1.47

基準年度
（2019年）

年度

1.43

基準年度

（2019年）

0.80 0.84

0.149 0.142

年度

2021年度

項目

原因

0.85

1.51

原因

改善策

0.81

0.58

〇

2,522,392

〇

1.00

生産量減少の為

生産量に応じてボイラーの稼働を調整改善策

0.95

815,220

0.89

コメント

2,462,191

2022年度

〇

848,305

2024年度

1,504,981

2023年度

2,308,248

1,257,850

758,410

2,797,234

923,359

1,281,134 1,321,157

電力使用量
（単位：kWh/ｔ）

生産量比率
（2019年度を1.00とした場合）

電力総使用量
（単位：kWh）

都市ガス使用量
（単位：N㎥）

二酸化炭素排出量
（単位：kg-CO2）

削減物質

二酸化炭素排出量
（単位：kg-CO2/t）

都市ガス使用量
（単位：N㎥/kg）

不良品
（基準年度比）

削減物質

二酸化炭素排出量

削減物質

地下水
（単位：㎥/ｔ）

産業廃棄物

（単位：ｔ）
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単位：N㎥/kg 単位：t
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085

0.90 0.89 0.89 0.87 0.91 0.83 0.90 0.97 0.98 0.98 0.98 0.93 0.035 0.037 0.063 0.069 0.140 0.080 0.074 0.081 0.058 0.072 0.071 0.074

98% 97% 97% 95% 99% 90% 98% 105% 107% 107% 107% 101% 41% 44% 74% 81% 165% 94% 87% 95% 68% 85% 84% 87%

単位：kWh/t 単位：㎥/t
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155

1.43 1.47 1.41 1.47 1.54 1.35 1.55 1.61 1.64 1.65 1.63 1.51 139 152 149 123 140 111 118 123 127 127 127 135

93% 95% 92% 95% 100% 88% 101% 105% 106% 107% 106% 98% 90% 98% 96% 79% 90% 72% 76% 79% 82% 82% 82% 87%

△

【全社】　環境経営活動の取組結果と推移

2023年度

△

都市ガス使用量 産業廃棄物排出量

目標値比

判定 ◎ ◎

2023年度

×

◎ ◎

目標値

目標値比

判定 ◎ 〇 ×

目標値

2023年度

目標値比

判定

◎ ◎

地下水使用量

2023年度

判定基準　　◎　3ヵ月達成　　○　2ヵ月達成　　△　1ヵ月達成　　×　未達成

◎ 〇 ◎ ◎

目標値

目標値比

判定

電気使用量

目標値

0.00
0.02
0.04
0.06
0.08
0.10
0.12
0.14

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

産業廃棄物排出量 

目標値 2023年度 

80

100

120

140

160

180

200

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

地下水使用量 

目標値 2023年度 

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

都市ガス使用量 

目標値 2023年度 

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

電気使用量 

目標値 2023年度 

8 / 22 ページ



１．各削減物質の目標及び実績・評価 （各年度は、5月～4月）

目標 2,951

実績

評価

目標 0.96

実績

評価

目標 1.69

実績

評価

目標 1.70

実績

評価

目標 0.173

実績

評価

目標 1.00

実績

評価

２．目標未達項目における原因及び改善策

３．各削減物質の絶対値（実績値） （各年度は、5月～4月）

購入電力の排出係数 　0.462　kg-CO2/ｋWh　（エネルギー排出係数 2017年版より）
※ガソリン、軽油､LPG灯油は二酸化炭素総排出比率で1％未満の為、目標管理対象から除外します。

【本社焼津工場】環境経営目標と実績及び評価

-5%
区分 基準年度

（2019年）

年度
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

-2% -3% -4%

2,892 2,862 2,833 2,803

2,806 2,721 2,984

〇 〇 ×

0.94 0.93 0.92 0.91

0.92 0.88 0.95

〇 〇 ×

1.641.66 1.62 1.61

1.63 1.61 1.80

1.67

×〇

1.62

0.49 0.78 0.46

〇

〇

1.65 1.63

〇 〇

〇 〇 〇

0.170 0.168 0.166 0.164

0.15

0.98

電力総使用量
（単位：kWh）

0.15

削減物質

原因 生産量減少の為

改善策

0.16

0.97 0.96

〇

0.95

0.66 0.54 0.40

〇 〇

項目 コメント

生産量に応じてボイラーの稼働を調整

原因 生産量減少の為

改善策 成形サイクルの調整及び付帯設備のメンテナンス実施

基準年度

（2019年）

年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

330,693 338,247
都市ガス使用量

（単位：N㎥）

1,204,488 1,017,762 1,048,623
二酸化炭素排出量

（単位：kg-CO2）

705,112 592,143 620,442

1.00 0.84 0.94 0.75

556,374

都市ガス使用量
（単位：N㎥/kg）

二酸化炭素排出量
（単位：kg-CO2/t）

電力使用量

都市ガス使用量

削減物質

生産量比率
（2019年度を1.00とした場合）

389,209

919,201

292,710

削減物質

不良品
（基準年度比）

地下水
（単位：㎥/ｔ）

産業廃棄物

（単位：ｔ）

電力使用量
（単位：kWh/ｔ）
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単位：N㎥/kg 単位：t
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137 0.137

1.00 0.88 0.94 0.91 0.93 0.90 0.88 1.03 0.97 0.98 1.07 0.92 0.012 0.004 0.030 0.040 0.109 0.041 0.040 0.045 0.024 0.040 0.030 0.040

109% 96% 102% 99% 101% 98% 96% 112% 105% 107% 116% 100% 8.8% 2.9% 21.9% 29.2% 79.6% 29.9% 29.2% 32.8% 17.5% 29.2% 21.9% 29.2%

単位：kWh/t 単位：㎥/t
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155

1.84 1.66 1.73 1.78 1.90 1.71 1.68 1.91 1.82 1.88 2.06 1.77 171 145 158 149 167 151 152 164 159 174 191 151

113.6% 102.5% 106.8% 109.9% 117.3% 105.6% 103.7% 117.9% 112.3% 116.0% 127.2% 109.3% 110% 94% 102% 96% 108% 97% 98% 106% 103% 112% 123% 97%

都市ガス使用量 産業廃棄物排出量

目標値 目標値

【本社】　環境経営活動の取組結果と推移

2023年度 2023年度

目標値比 目標値比

判定 △ 〇 △ × 判定 ◎ ◎ ◎ ◎

電気使用量 地下水使用量

目標値 目標値

2023年度 2023年度

目標値比 目標値比

判定 × × × × 判定

判定基準　　◎　3ヵ月達成　　○　2ヵ月達成　　△　1ヵ月達成　　×　未達成

△ 〇 △ △

0.00
0.02
0.04
0.06
0.08
0.10
0.12
0.14
0.16
0.18

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

産業廃棄物排出量 

目標値 2023年度 

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

都市ガス使用量 

目標値 2023年度 

1.20
1.30
1.40
1.50
1.60
1.70
1.80
1.90
2.00
2.10
2.20

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

電気使用量 

目標値 2023年度 

80

100

120

140

160

180

200

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

地下水使用量 

目標値 2023年度 
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１．各削減物質の目標及び実績・評価 （各年度は、5月～4月）

目標 2,795

実績

評価

目標 0.95

実績

評価

目標 1.41

実績

評価

目標 0.44

実績

評価

目標 149

実績

評価

目標 1.00

実績

評価

２．目標未達項目における原因及び改善策

３．各削減物質の絶対値（実績値） （各年度は、5月～4月）

購入電力の排出係数 　0.462　kg-CO2/ｋWh　（エネルギー排出係数 2017年版より）
※ガソリン、軽油､LPG灯油は二酸化炭素総排出比率で1％未満の為、目標管理対象から除外します。

【大井川工場】環境経営目標と実績及び評価

区分 基準年度
（2019年）

年度
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

-2% -3% -4% -5%

不良品

削減物質

不良品
（基準年度比）

地下水
（単位：㎥/ｔ）

電力使用量
（単位：kWh/ｔ）

二酸化炭素排出量
（単位：kg-CO2/t）

2,739 2,711 2,683 2,655

2,917 2,598 2,678

〇 〇 〇

0.90
都市ガス使用量
（単位：N㎥/kg）

0.93 0.92 0.91

1.03 0.88 0.90

〇 〇 〇

1.38 1.37 1.35 1.34

1.37 1.29 1.35

〇 〇 〇

〇 〇 〇

産業廃棄物

（単位：ｔ）

0.43 0.42 0.42 0.42

0.36 0.29 0.39

146 145 143 142

150 138 110

〇 〇 〇

生産量比率
（2019年度を1.00とした場合）

電力総使用量
（単位：kWh）

都市ガス使用量
（単位：N㎥）

二酸化炭素排出量
（単位：kg-CO2）

削減物質

0.98 0.97 0.96 0.95

0.89 0.90 1.08

改善策

〇 〇 ×

項目 コメント

原因 成形機の経年不調に対する管理不足。

改善策 細目な製品チェックと成形機のリニューアル検討。

原因

1,414,864

基準年度

（2019年）

年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

534,150 517,612 476,972

688,991 700,715

1,390,3371,592,746 1,476,952

465,702

削減物質

701,476

1.00 0.89 0.96 0.91

799,869
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単位：N㎥/kg 単位：t
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.92 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034 0.034

0.84 0.90 0.86 0.85 0.89 0.79 0.91 0.94 0.98 0.98 0.93 0.94 0.023 0.025 0.033 0.029 0.031 0.039 0.034 0.036 0.030 0.032 0.041 0.034

91% 98% 93% 92% 97% 86% 99% 102% 107% 107% 101% 102% 68% 74% 97% 85% 91% 115% 100% 106% 88% 94% 121% 100%

単位：kWh/t 単位：㎥/t
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 1.37 145 145 145 145 145 145 145 145 145 145 145 145

1.20 1.31 1.22 1.30 1.35 1.16 1.46 1.44 1.51 1.50 1.40 1.38 145 157 143 109 126 90 94 100 103 97 92 128

88% 96% 89% 95% 99% 85% 107% 105% 110% 109% 102% 101% 100% 108% 99% 75% 87% 62% 65% 69% 71% 67% 63% 88%

都市ガス使用量 産業廃棄物排出量

目標値 目標値

【大井川】　環境経営活動の取組結果と推移

2023年度2023年度

目標値比 目標値比

判定 ◎ ◎ △ × 判定

◎

◎ 〇 △ △

地下水使用量

目標値

×

目標値比

2023年度

判定基準　　◎　3ヵ月達成　　○　2ヵ月達成　　△　1ヵ月達成　　×　未達成

△ ◎ ◎ ◎判定◎ ×

電気使用量

目標値

2023年度

目標値比

判定

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

産業廃棄物排出量 

目標値 2023年度 

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

電気使用量 

目標値 2023年度 

80

100

120

140

160

180

200

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

地下水使用量 

目標値 2023年度 

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

都市ガス使用量 

目標値 2023年度 

12 / 22 ページ



5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【本社】　環境活動推進表１

実施・部門環境目標・環境活動計画の項目

製造課

予備発泡課

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

成型機メンテナンス

ドレン弁・カムロックパッキンの適宜交換

スチームホースからの漏れの確認・交換

社　　長

製造課

製造課

製造課

事務所のエアコンの設定温度の最適化

（夏場：28℃　冬場：20℃）

コンプレッサーのフィルター清掃

（1回/月実施）

フィッティング継手からの漏れの確認・交換

成型時のエアー圧力、時間の適正化

電

力

使

用

量

の

削

減

　2023年度　環　境　活　動　計　画　

蒸

気

（

都

市

ガ

ス

）

使

用

量

の

削

減

成形時の蒸気圧力・使用時間の

適正化

金型メンテナンス

グランドパッキン・Oリングの適宜交換

金型スリット・冷却配管の整備

発泡機スチームメッシュの定期交換

（2ヶ月に1回）

製造課

製造課

製造課

製造課

岡野

小池 小池 小池

岡野

事務所

環境管理責任者

小池

岡野 岡野
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

環境目標・環境活動計画の項目 実施・部門
　2023年度　環　境　活　動　計　画　

使用品目の見直しの徹底 各部署

産業廃棄物

排出量の削減

【本社】　環境活動推進表２

5ｓ活動の推進

製造課

分別の徹底をする 全社員

金型冷却時間の見直し、短縮 製造課

配管・ホースからの漏れを止める 製造課

交換頻度の少ない物へ見直す

不良品の削減に努める 全社員

河川への流出対策・清掃 全社員

廃スチロールの再資源化 担当者

小池 小池 小池 小池

業務課

環境管理責任者 岡野 岡野 岡野 岡野

水使用量の削減

環境

SDGs支援

設備老朽化対策をする

環境関連・PDCA等の教育

その他

社　　長

全社員

EA21担当者

冷却水ピットの水位管理 ポンプ担当者
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【大井川】　環境活動推進表１

環境目標・環境活動計画の項目 実施・部門
　2023年度　環　境　活　動　計　画　

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

蒸

気

（

都

市

ガ

ス

）

使

用

量

の

削

減

バキュームポンプの更新 岡野

成形機真空配管の更新 岡野

エジェクトピンスリーブへのOリングの正規の装着 小倉

ドレン弁のパッキン交換 提坂

金型冷却管の整備 由岐

金型蒸気スリットの清掃 小倉

電

力

使

用

量

の

削

減

毎月エアー漏れの全体チェックを実施・記録し直して

いく
岡野

フィッティング継手からの漏れの確認・交換 提坂

コンプレッサー室の環境整備を吸い込み温度を下げ

る
長谷川

デマンド表示機を確認し、デマンドを上げない調整をする 岡野

環境管理責任者 岡野 岡野 岡野 岡野

社　　長 小池 小池 小池 小池
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【大井川】　環境活動推進表２

環境目標・環境活動計画の項目 実施・部門
　2023年度　環　境　活　動　計　画　

産業廃棄物

排出量の削減

ゴミの分別の徹底（プラスチック・金属） 全社員

不良品を出さない金型整備の徹底 由岐

備品、道具、部品の整備 小倉

水使用量の削減

カムロックからの水漏れを減らす 製造課

バキュームポンプの更新 岡野

金型冷却管の整備 小倉

丸山

エアコンフィルターの清掃 橋ケ谷

環境

SDGs支援

不良品の削減に努める 全社員

発泡粒こぼれを確実に止める （金型整備も含む） 田中・提坂

発泡スチロール、SDGs環境関連教育の推進 橋ケ谷・提坂

岡野 岡野 岡野

社　　長 小池 小池 小池 小池

設備老朽化対策をする 岡野

事務所ブラインドを調整し 外光の取入れをする 及川

環境管理責任者 岡野

その他

5ｓ活動の推進 丸山

リスクアセスメントの推進
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（1） 二酸化炭素排出量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画月 実施

具体的施策
　2024年度　環　境　活　動　計　画　

3

エコドライブの推進啓蒙

取組目標 活動項目 推進部門

スチームホースメンテナンス

成形機メンテナンス

フレームメンテナンス

【本社】次年度環境活動推進表（１）

6

5

4

2

1

1

蒸気

使用量の

削減

発泡機メンテナンス

金型メンテナンス

成形条件の見直し

予備発泡課

製造課

製造課

製造課

製造課

製造課

スチームメッシュの交換

蒸気漏れの確認

ドレン弁・カムロックパッキンの交換

スリット・冷却配管の整備

グランドパッキン・Oリングの交換

成形時の蒸気圧力を適宜見直し

2

1

2

ガソリン

使用量の

削減

アイドリングストップの励行

不要な荷物を積まない

急発進・急加速の禁止

営業課

業務課

営業課

業務課

5 成形条件の見直し

付帯設備のメンテナンス

コンプレッサーメンテナンス

トイレの暖房便座の管理

エアコンの温度設定管理

製造課

3

成形時のエアー圧力調整

フィッティング継手からの漏れ確認・交換

フィルターの清掃実施

夏場は電源オフ

夏場：28℃、冬場：20℃に設定

営業課

業務課

3

電力

使用量の

削減

製造課

製造課

製造課

事務課

4

3

2

1
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（２） 産業廃棄物排出量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画
実施
計画
実施

（３） 水使用量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画
実施
計画
実施
計画
実施

（４） 環境・SDGs支援

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画
実施
計画
実施
計画
実施

（５） その他

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画
実施
計画
実施
計画
実施

計画月 実施

老朽化している設備について更新

原料メーカーによる勉強会の実施

毎週月曜日に清掃を実施

2 その他 3 設備更新 全員

EA担当者

工場内でインゴット化し再利用する

河川の清掃・原料の流出対策

生産におけるロスを集計し不良品の削減に繋げる

従業員教

育の実施
1

2

1 5S活動の推進

生産効率向上のための知識習得

業務課

製造課

製造課

製造課

1

廃スチロールの再資源化

環境保全活動

生産時のロス低減

製造課

全社員

製造課

1

2

3 地下水の管理

配管・ホースのメンテナンス

成形条件の見直し

1

取組目標 活動項目 推進部門

1

2

1

産業廃棄

物の排出

削減

製造における消耗品の見直し

ゴミの分別徹底

具体的施策
　2024年度　環　境　活　動　計　画　

取組目標 活動項目 推進部門 具体的施策
　2024年度　環　境　活　動　計　画　

環境負荷

低減

3

2

取組目標 活動項目 推進部門 具体的施策
　2024年度　環　境　活　動　計　画　

冷却水ピットの推移確認

メンテナンスを実施。必要に応じて交換

成形時の冷却時間を適宜見直し

1
水使用量

の削減

各部署

持ちのいい消耗品の購入

【本社】次年度環境活動推進表（２）

取組目標 活動項目 推進部門 具体的施策
　2024年度　環　境　活　動　計　画　

製造課

ゴミの分別を行い適切に処理をする
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（1） 二酸化炭素排出量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

（２） 産業廃棄物排出量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画月 実施

【大井川】次年度環境活動推進表（１）

取組目標 活動項目 推進部門 具体的施策
　2024年度　環　境　活　動　計　画　

1

蒸気

使用量の

削減

1 金型整備 製造課 金型段取りから自動成形に基づき推進

2 成形条件の見直し 成形者 グランドパッキン・Oリングの交換

3 蒸気漏れを止める 製造課 各カムロックからの漏れを改修

4 成形機管理 成形者 日常点検・実証の徹底

5 予備発泡機の整備 発注者 スチームメッシュ・その他の交換

成型稼働状況の管理 岡野 デマンド管理・スマートウォッチの活用

製造課

カプラーからの漏れを止める

フィッティング継手からの漏れを止める

1

産業廃棄

物の排出

削減

1 分別処理の徹底 製造課

2
電力量の

削減

2

エアー漏れを止める1

回収BOXを確認し、廃棄物を減らす

2 交換頻度を考慮する 購買担当者 費用と交換頻度、共通資材の模索

3 3Rの推進 提坂 廃棄物パトロールを定期的に実施し指導する

取組目標 活動項目 推進部門 具体的施策
　2024年度　環　境　活　動　計　画　
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（３） 水使用量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施

計画

実施

（４） 環境・SDGs支援

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

（５） その他

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画月 実施

メンテナンスフリー推進、安全性対策実施

1

【大井川】次年度環境活動推進表（１）

活動を通じてリスクマネジメントも確認

2
リスクマネジメント

ヒューマンエラー対策
岡野 メーカー等による講習会の実施

従業員教

育の実施

1 5S活動の推進 担当者

2 その他 3 成形機等設備の老朽化対策 製造課

　2024年度　環　境　活　動　計　画　

エコドライブの啓蒙活動

3 廃スチロールの再資源化と教育の推進 全社員
廃スチロールのインゴット化と

再資源化後の活用方法についての教育

1 不良品の削減 全社員

推進部門

1
環境負荷

の低減

取組目標 活動項目 推進部門 具体的施策

2 エコドライブの推進 全社員

製造課 整備表に基づく活動

具体的施策

不良発生要因の排除

2 金型各カムロックからの漏れを止める

取組目標 活動項目 推進部門 具体的施策

製造課 蒸気漏れ同様

　2024年度　環　境　活　動　計　画　

1
水使用量

の削減

取組目標 活動項目
　2024年度　環　境　活　動　計　画　

1 金型冷却管の整備
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1、環境関連法規の遵守状況　（環境関連法規は毎年、1回５月見直しと確認）

環境基本法

循環型社会形成推進法

廃棄物処理及び 収集運搬業者及び処分業者との委託契約 保管施設の表示

清掃に関する法律 契約書、許可証の確認、マニフェストの管理

(廃棄物処理法） 廃棄物管理票交付等の状況報告書

マニフェストの5年間保管

マニフェストＢ2、Ｄ票の写しが90日以内に送

付が無い時,マニフェストＥ票の写しが180日

以内に送付が無い時、虚偽の記載があるマ

ニフェストの写しを受けた時運搬、処分の状

況を把握し、必要な措置を講ずるとともに

30日以内に静岡県知事に報告書を提出

静岡県産業廃棄物の 産業廃棄物管理責任者の設置

適正な処理に関する条例 委託先の実地確認

不適正処理に対する必要な措置の実施及び

静岡県知事への報告

大気汚染防止法 ばい煙発生装置届出済 ボイラー

バーナーの燃料焼却能力が重油換算１時間 本社　　37㎥

当り５０リットル以上 大井川　52.4㎥

ばい煙測定 年2回（1月・6月）

（窒素酸化物　年2回　150ｃ㎥/㎥N　以下）

（ばいじん　5年に1回　0.10ｇ/㎥N　以下）

騒音規制法 特定施設の届出 空気圧縮機

37.0ｋｗ　

送風機

3.7kw以上

静岡県生活環境の 基準値の遵守 本社 第2種区域

保全条例 大井川 第4種区域

浄化槽法 浄化槽法　「11条検査」の確認 浄化槽

11条検査　年1回

焼津市浄化槽管理指導要綱 浄化槽管理業者との保守点検契約の締結 点検　年3回

浄化槽保守点検記録票の確認 本社　15・25人槽

大井川　7人槽

工業用水法 地下水採取に関する規制 揚水設備

大井川規制地域 吐出口径40Ａ以上

静岡県地下水採取条例 揚水設備届済 が対象

揚水設備の現況報告 本社　40Ａ

地下水採取量等の報告 大井川 80A100A

消防法 焼津市危険物の規制に関する規則 少量危険物貯蔵所

焼津市火災予防条例 保管表示

フロン排出規制法 簡易点検 エアコン7.5ｋｗ以下

四半期に１回

※環境関連法規等の遵守状況 当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

※訴訟の有無 関係機関からの指摘、利害関係者からの苦情や訴訟も、過去３年間ありませんでした。

○

○

環境関連法規等の遵守状況　（全社）

〇

○

○

大

井

川

遵守状況

〇

※上記より表題は、環境関連法規等の遵守状況・評価及び違反、訴訟等の有無が適切と考えます。

○

○

○

○

○

○

○

-

○

○

○

○

○ー

○

2024年5月31日

法規等の名称 適　用　内　容 特定施設、その他

本

社

○
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1 環境負荷自己チェック 　　☑　：

2 環境取組自己チェック 　　☑　：

3 環境経営目標達成状況 　　☑　：

4 環境活動計画の達成状況 　　☑　：

5 　　☑　：

6 教育・訓練の実施状況 　　☑　：

7 緊急事態発生時の実施状況 　　☑　：

8 外部とのコミュニケーションの状況 　　☑　：

9 　　☑　：

変更の

必要性

1 環境経営方針 有 ・ 無

2 環境経営目標 有 ・ 無

3 環境活動計画 有 ・ 無

4 環境経営システム 有 ・ 無

5 実施体制 有 ・ 無

6 前年からの見直し指示事項 有 ・ 無

7 その他 有 ・ 無

全社として二酸化炭素以外の項目の使用量は目標値を達成した。

来年度は全ての項目で達成できるように全社員で協力して生産活動をして行きたい。

本社工場では今年度から新しくインサート成形にも取り組んだ。

引き続き新しいインサート製品にも着手していきたい。

（必要に応じて評価・コメントの記載）

代

表

者

に

よ

る

全

体

評

価

・

見

直

し

指

示

代表者による全体の取組状況の評価及び見直し・指示

項目

□全体評価・コメント　（評価日：2024年5月31日）

契約電力会社の変更により排出係数が変更のため、目標年度を変更する

規定類、手順書等の関連文書

及び関連記録の最新版管理の状況

活動期間 作成者（環境管理責任者）

2023年5月～2024年4月 岡野

確認　：　（必要に応じて評価・コメントの記載）

項目

見

直

し

関

連

情

報

該当環境関連法規等の遵守

及び、制定・改廃状況
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